
２
０
１
２
年
12
月
発
足
時
の
第
２
次
安
倍
内
閣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
危
機
突
破
内
閣
」
。
そ
れ
か

ら
１
年
８
ヵ
月
た
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
復
古
主

義
的
な
内
政
・
外
交
関
連
法
や
政
策
が
乱
造
さ

れ
ま
し
た
。
（
表
参
照
）

安
倍
首
相
は
今
回
の
改
造
内
閣
を
「
日
本
を

取
り
戻
す
闘
い
の
第
二
章
」
と
位
置
づ
け
、
こ
れ

ま
で
の
政
治
路
線
の
継
承
を
宣
言
し
ま
し
た
。

そ
し
て
内
閣
の
支
持
率
ア
ッ
プ
を
狙
い
、
女
性

に
着
目
し
ま
し
た
。
改
造
内
閣
で
女
性
の
閣
僚

を
５
名
起
用
し
、
「
女
性
活
躍
担
当
相
」
な
る
新

た
な
ポ
ス
ト
を
創
設
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
ん

な
に
女
性
閣
僚
を
増
や
し
て
も
女
性
の
社
会
進

出
や
少
子
化
対
策
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

非
正
規
雇
用
者
２
０
４
３
万
人
中
、
57
・
５
％

が
女
性
で
す
。
ま
た
、
非
正
規
女
性
労
働
者
の

年
間
給
与
は
１
４
３
万
円
（
国
税
庁
12
年

統
計

調
査
）
で
す
。
そ
の
上
、
母
子
家
庭
な
ど
ひ
と
り

親
世
帯
の
子
ど
も
の
相
対
的
貧
困
率
は
54
％

（
12
年
・
厚
生
労
働
省
）
に
上
昇
、
女
性
が
子
育

で
き
る
労
働
・
社
会
環
境
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

政
府
・
経
団
連
の
労
働
政
策
を
根
本
的
に
変
え

な
い
限
り
、
女
性
の
活
躍
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

安
倍
首
相
は
「
地
球
儀
俯
瞰
」
と
名
付
け
た
外

交
を
続
け
、
こ
れ
ま
で
に
実
に
23
回
、
49
カ
国

を
「
外
遊
」
し
、
第
１
次
安
倍
政
権
時
の
外
遊(

日

中
・
日
韓
首
脳
会
談
含
む)

数
と
桁
違
い
に
増
え

て
い
ま
す
。
そ
の
経
費
は
億
単
位
も
ザ
ラ
、
今

年
度
予
算
を
軽
く
オ
ー
バ
ー
し
、
来
年
度
予
算

で
は
増
額
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
経
団

連
・
大
企
業
の
幹
部
を
多
数
引
き
連
れ
て
の
「
大

名
旅
行
」
。
昨
年
４
月
の
ロ
シ
ア
・
中
東
訪
問
で

は
実
に
３
８
３

人
の
「
経
済

人
」
が
同
行
。

訪
問
先
で
は

「
原
発
」
「
武

器
」
の
セ
ー
ル

ス
と
「
経
済

援
助
」
「
資
金

投
資
」
に
よ

る
「
強
い
国

日
本
」
の
の

売
り
込
み
を

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
肝

心
の
中
国
や
韓
国
は
未
だ
訪
問
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
安
倍
首
相
の
好
戦
的
姿
勢
が
変
わ
ら
な
い

限
り
、
２
国
へ
の
訪
問
は
臨
め
ま
せ
ん
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
陰
り
が
出
は
じ
め
、
今
や

実
質
賃
金
が
下
落
し
て
消
費
は
落
ち
込
み
、
零

細
企
業
や
国
民
は
生
活
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
安
倍
内
閣
は
今
年
中
に
消
費
税
10
％

に
踏
み
切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
の
年
内
妥
結
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
来
年
１
月
開
会
の
通
常
国

会
で
は
戦
争
関
連
法
の
一
括
審
議
・
強
行
採
決

を
目
論
ん
で
い
ま
す
。

も
う
安
倍
内
閣
は
こ
り
ご
り
で
す
。
集
団
的

自
衛
権
行
使
と
原
発
再
稼
働
は
許
せ
ま
せ
ん
。

沖
縄
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
阻
み
ま
し
ょ
う
。

安
倍
内
閣
を
打
倒
し
、
生
活
と
平
和
を
大
切
に

す
る
政
治
へ
の
転
換
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
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安倍改造内閣 女性登用でも何も変わらない

2014年９月号

年月日
成立した法律・

閣議決定案件

2006年9月26日～
2007年9月26日

第１次安倍内閣
（改造含む）

2006年12月 教育基本法全面的改悪

2006年12月
防衛庁設置法改定―

防衛庁を省に昇格

2007年5月 改憲手続き法（国民投票法）

2012年12月26日～ 第２次安倍内閣

2013年11月 国家安全保障会議設置法可決

2013年12月 特定秘密保護法強行可決

2013年12月
新防衛大綱（攻撃型の自衛隊）
中期防衛力整備計画閣議決定

2014年4月1日
防衛装備移転三原則閣議決定
（武器輸出解禁）

2014年4月1日 消費税８％（３％増税）実施

2014年4月11日
エネルギー基本計画閣議決定
（原発再稼働･モンジュ温存等）

2014年7月1日
集団的自衛権行使容認
閣議決定

安倍内閣ｰこれまでの･悪法乱造の数々

消
費
税
10
％
増
税

Ｔ
Ｐ
Ｐ

原
発
再
稼
働

戦
争
関
連
法
審
議

悪
政
・
悪
法
山
積
み
の
安
倍
内
閣
を
倒
そ
う
！

安
倍
首
相
は
９
月
３
日
、
自
民
党
役
員
人
事
と
内
閣
改
造
を
行
い
、
第
２
次
改
造
内
閣

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
主
要
６
閣
僚
は
変
わ
ら
ず
、
安
倍
首
相
の
「
暴
走
」
は
止
ま
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
を
よ
り
い
っ
そ
う
弱
肉
強
食
の
世
界
に
叩
き
込
む
「
世
界
で
一

番
企
業
が
活
躍
し
や
す
い
国
」
と
軍
事
力
を
中
心
に
し
た
「
強
い
国
日
本
」
の
外
交
が
加

速
す
る
だ
け
で
す
。
ど
ん
な
に
衣
を
変
え
て
も
安
倍
内
閣
は
民
衆
の
敵
で
す
。

目
玉
は
「
女
性
」
「
活
躍
担
当
相
」

韓
国
・
中
国
抜
き
の
外
遊
三
昧

安
倍
内
閣
を
倒
し
国
政
転
換
を
！
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最
低
賃
金
は
、
厚
労
省
の
中
央
最
賃

審
議
会
が
「
目
安
」
と
し
て
答
申
―
都
道

府
県
の
最
賃
審
議
会
が
地
域
ご
と
に
答

申
―
異
議
申
し
立
て
―
10
月
発
効
の
手

順
を
経
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
審
議
会
に
は

労
使
の
代
表
が
参
加
し
、
引
き
上
げ
を
主

張
す
る
労
働
側
と
反
対
の
経
営
側
が
ガ
チ

ン
コ
状
態
に
な
る
の
が
通
例
で
す
。

し
か
し
、
今
年
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
を

最
優
先
す
る
政
府
の
賃
上
げ
要
請
が
あ

り
、
ま
た
建
設
業
な
ど
の
深
刻
な
人
手
不

足
が
重
な
り
、
給
与
（賃
金
）総
額
は
前
年

を
上
回
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、

最
賃
引
上
げ
幅
が
「４
年
ぶ
り
の
大
き
さ
」

に
な
り
ま
し
た
。

全
国
平
均
７
８
０
円
（16
円
増
）
と
い
っ

て
も
、
最
高
の
東
京
都
は
８
８
８
円
（19
円

増
）、
最
低
の
７
県
（鳥
取
、
高
知
、
長
崎
、

熊
本
、
大
分
、
宮
崎
、
沖
縄
）
は
６
７
７
円

（い
ず
れ
も
13
円
増
）と
地
域
差
が
あ
り
ま

す
。
な
か
で
も
、
東
京
の
最
賃
は
北
海
道
、

宮
城
、
兵
庫
、
広
島
と
と
も
に
生
活
保
護

を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
今
回
の
改
定
で
14
～
19
円
引
き

上
げ
、
逆
転
現
象
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
活
保
護
基
準
が

切
り
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
最
賃
が
頭
打
ち

に
な
る
恐
れ
が
出
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
時
給
７
８
０
円

は
８
時
間
労
働
週
５
日
で
３
万
１
２
０
０

円
、
月
額
12
万
４
８
０
０
円
、
年
収
は
１
５

０
万
円
に
届
き
ま
せ
ん
。
雇
用
者
の
40
％

近
く
を
占
め
る
非
正
規
労
働
者
に
と
っ
て
、

16
円
程
度
の
最
賃
引
上
げ
で
は
自
活
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
も
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
多

く
が
生
活
保
護
以
下
の
賃
金
に
ガ
マ
ン
し

て
い
ま
す
。

正
社
員
も
、
賃
金
が
上
が
っ
た
と
は
い

え
、
消
費
税
増
税
や
物
価
上
昇
の
あ
お
り

で
、
実
質
賃
金
が
確
実
に
減
り
続
け
て
い

ま
す
。
最
賃
の
大
幅
引
き
上
げ
！
消
費

税
増
税
反
対
！
成
長
優
先
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
や
め
ろ
！
が
全
て
の
働
く
も
の
の
要
求
で

す
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外

新社会
お問い合わせ先

2014年９月

順 位 都道府県金額・円 引き上げ幅

１ 東京 ８８８ １９

２ 神奈川 ８８７ １９

３ 大 阪 ８３８ １９

４ 埼 玉 ８０２ １７

５ 愛 知 ８００ ２０

６ 千 葉 ７９８ ２１

７ 京 都 ７８９ １６

2014年度の最低賃金は
平均１６円上がる

全国平均 ７８０ １６
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